くま 

なめと こ 山の 熊の ことなら おもしろい。 なめと こ 山 

ふち ざ わ 

は 大きな 山 だ。 淵 沢 川 はなめ とこ 山から 出て 来る。 な 

めと こ 山 は 一 年のう ち大 ていの 日 はつめ たい 霧 か 雲 か 

を 吸ったり 吐いたり している。 まわり もみん な 青黒い 

なまこ や 海坊主の ような 山 だ。 山の なかごろに 大きな 

ほらあな 

洞穴が がらんと あいている。 そこから 淵 沢 川が いきな 

り 三百 尺ぐ らいの 滝に なって ひのき やいた やの しげみ 

の 中 をごうと 落ちて 来る。 

たれ ふき 

中 山 街道 は この) J ろ は 誰も 歩かな いから 藤 や いたど 

りがいつ ぱいに 生えたり 牛が 遁げて 登らない ように 柵 

をみ ちに たてたり している けれども そこ をが さがさ 三 



里ば かり 行く と 向う の 方で 風が 山の頂 を 通って いるよ 

うな 音が する。 気をつけて そっち を 見る と 何だか わけ 

の わからない 白い 細長い ものが 山 をう ごいて 落ちて け 

むり を 立てて いるの がわ かる。 それが なめと こ 山の 大 

空 滝 だ。 そして 昔 は その へんに は 熊が) J ちゃ ごち や 居 

たそう だ。 ほんとう はなめ とこ 山 も 熊の胆 も 私 は 自分 

で 見た ので はない。 人から 聞いたり 考えたり した こと 

ばかり だ。 間ち がって いるか もしれ ない けれども 私 は 

そう 思う の だ。 とにかく なめと こ 山の 熊の &は 名高い 

ものに な つ ている。 

腹の 痛い のに もき けば 傷 もな おる。 鉛の 湯の 入口に 



り 崖の 上で 膝 を かかえて 座ったり してお もしろ そうに 

小 十郎を 見送って いるの だ。 まったく 熊 ども は 小十郎 

の 犬 さえす きな よう だ つ た。 けれども いくら 熊 ども 

だ つ てす つかり 小十郎 とぶ つつかつ て 犬が まるで 火の 

つ いたまり のようにな つ て 飛びつ き 小 十 郎が眼 を まる 

で 変に 光らして 鉄砲 を こ つちへ 構える こと は あんまり 

すきではなかった。 そのと きは大 ていの 熊 は 迷惑そう 

に 手 を ふって そんな こと をされ るの を 断 わった。 けれ 

ほげ 

ど も 熊 も いろいろ だか ら 気の 烈し いやつ なら.？ J う) J う 

ま 

咆 えて 立ち あがって、 犬な ど はまる で 踏みつ ぶしそう 

にしながら 小 十郎の 方へ 両手 を 出して かかって 行く。 



まつ 赤な 熊の & をせ なかの 木の ひつに 入れて 血で 毛が 

ぼと ぼと 房に な つ た 毛皮 を 谷で あら つ て くるくる まる 

めせな かにし よ つ て 自分 もぐん なりした 風で 谷 を 下つ 

て 行く こと だけ はたし かなの だ。 

小十郎 はもう 熊の ことば だ つ て わかる ような 気がし 

た。 ある 年の 春 はやく 山の 木が まだ 一 本 も 青くなら な 

いころ 小 十 郎は犬 を 連れて 白 沢 をず う つとの ぼ つ た。 

み つ 

夕方に なって 小十郎 はばつ かい 沢へ こえる 峯 になった 

ところ ささ ごや 

処 へ 去年の 夏 こさえ た笹 小屋へ 泊ろうと 思って そこ 

への ぼって 行った。 そしたら どういう 加減 か 小 十郎の 

抦 にもな く 登り口 を まちが つ てし ま つ た。 



月の 光が 青 じろ く 山の 斜面 を 滑って いた。 そこが 

ちょうど 銀の 鎧.' のように 光って いるの だった。 しば 

らくた つて 子 熊が 言った。 

「雪で なけ あ 霜 だね え。 きっと そうだ」 

ほんとうに 今夜 は 霜が 降る ぞ、 お 月 さまの 近くで 

コ キエ 

胃 も あんなに 青く ふるえて いるし 第一 お 月 さまの い 

ろ だって まるで 氷の よう だ、 小 十郎が ひとりで 思った。 

「おかあさま はわかった よ、 あれね え、 ひき ざ くらの 

花」 

「な あんだ、 ひき ざ くらの 花 だい。 僕 知って るよ」 

「いいえ、 お前 まだ 見た ことありません」 



ところが こ の 豪 儀な 小十郎 がまち へ 熊の 皮と 胆を売 

りに 行く ときの みじめ さとい つたら 全く 気の毒だった _ 

ざる 

町の 中 ほどに 大きな 荒物屋が あって 笊 だの 砂糖 だの 

といし きん てんぐ たばこ 

砥石 だ の 金 天狗 や カメ レオン 印の 煙草 だ の それから 

ガラス はえ 

硝子の 蠅 とりまで ならべて いたの だ。 小 十郎が 山の よ 

うに 毛皮 をし よ つ て そこの しきい を 一 足 またぐ と 店で 

は 又 来た かとい うように うす わらっている のだった。 

からかね ひばち 

店の 次の間に 大きな 唐金の 火鉢 を 出して 主人が ど つ か 

り 座って いた。 

「旦那さん、 先 ころ はどう も ありが どう ごあんした」 



になって いるので した。 ちょうど 二 年 目 だしあの 熊が 

やって来 るかと 少し 心配す るよう にして いたと きで し 

たから 小 十郎は どきっとして しまいました。 そばに 

寄 つ て 見ましたら ちゃんと あの この 前の 熊が 口から 

いっぱいに 血 を 吐いて 倒れて いた。 小 十郎は 思わず 拝 

むように した。 

一月の ある 日の ことだった。 小 十郎は 朝う ち を 出る 

ときい ままで 言 つたこと のない- と を 言 つ た。 

「婆 さま、 おれ も 年老った でばな、 今朝まず 生れで 始 

めで 水へ 入る の 嫌ん たよな 気す る じ や」 



白 沢から 峯を 一 つ 越えた とこに 一 疋の 大きな やつが 

棲んで いたの を 夏のう ちに たずねて おいた の だ。 

小 十郎は 谷に 入って 来る 小さな 支流 を 五つ 越えて 何 

ベ んも 何べ んも 右から 左 左から 右へ 水 を わた つ て 溯つ 

て 行った。 そこに 小さな 滝が あった。 小 十郎は その 滝 

のす ぐ 下から 長 根の 方へ かけての ぼり はじめた。 雪 は 

あんまり まば ゆくて 燃えて いるく らい。 小 十郎は 眼が 

すっかり 紫の 眼鏡 を かけた ような 気がして 登って 行つ 

た。 犬 は やっぱり そんな 崖で も 負けない というよ うに 

たびたび 滑りそう になりながら 雪に かじりついて 登つ 

たの だ。 や つ と 3 室 を 登りき つ たら そこ はま ばらに 栗の 



ころが 熊 は 少しも 倒れないで 嵐 のように 黒く ゆらい 

で やって来た ようだった。 犬が その 足 もとに 嚙み 付い 

た。 と 思う と 小十郎 はが あんと 頭が 鳴って まわりが い 

ち めん ま つ 青に な つ た。 それから 遠くで- ,1 う 言う こと 

ば を 聞いた。 

「おお 小十郎 おまえ を 殺す つもりはなかった」 

もう おれ は 死んだ と 小 十郎は 思った。 そしてち らち 

らちら ちら 青い 星の ような 光が そこら いちめんに 見え 

た。 

「これが 死んだ しるし だ。 死ぬ とき 見る 火 だ。 熊 ども、 

ゆるせよ」 と 小 十郎は 思った。 それから あとの 小十郎 



た。 

思いな しか その 死んで 凍えて しまった 小 十 郎の顔 は 

まるで 生きて ると きのよう に^え 冴えして 何 か 笑 つ て 

いるよう にさえ 見えた の だ。 ほんとうに それらの 大き 

な 黒い もの は 参の 星が 天の まん 中に 来ても もっと 西へ 

傾いても じ つ と 化石した ようにう ごかなかった。 
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